









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Galbraith, John, Kenneth 1952 American Capitalism: The Concept of Countervail-


























Williams, Rosalind, H. 1982 Dream Worlds: Mass Consumption in Late Nineteenth-
Century France, University of California Press.（＝1996，吉田典子・田村真
理訳『夢の消費革命――パリ万博と大衆消費の隆盛』工作舎．）
吉見俊哉，1987，『都市のドラマトゥルギー――東京・盛り場の社会史』弘文堂
→2008，河出書房新社（河出文庫）．
由井常彦・田付茉莉子・伊藤修，2010，『セゾンの挫折と再生』山愛出版．
［付記］
堤清二さんは，筆者が大学院在学中に師事した松原隆一郎先生および内田隆三
先生と，堤さんご自身が主宰する消費社会にかんする研究会やシンポジウム，雑
誌の対談などを通じて懇意にされており，筆者は，間接的にではあるが堤さんの
人柄などを知る機会があった。筆者は，堤さんが本学園の出身であり，理事を務
められていることを，本学園に奉職してから初めて知ったのだが，そのことを知
ったときは，堤さんとは何らかの縁があったのだと思っていた。
堤さんが亡くなられる１年前（２０１２年１１月１７日）に，詩人・作家辻井喬と
成城・経済研究 第２１９・２２０合併号 （２０１８年３月）
― ―４８
して，本学で「わが国の近未来について」と題した講演を拝聴したとき，講演終
了後，不躾ながら直接堤さんのもとを訪ね，挨拶と持参した著書にサインをいた
だいたのだが，そのときに「ここ（本学園）にいるなら，きっとまた逢えますよ。」
とおっしゃっていただいたことは，筆者の心に強く残っている。
成城学園創立１００周年記念号にあたり，筆者と上記のような縁がある堤清二さ
んにかんする論考を掲載させていただいたことに，ここに記して感謝申し上げる。
メディエーションとしての流通小売業と消費社会：セゾングループと堤清二から考える
― ―４９
